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　炎症性腸疾患においては，抗TNF-α抗体製剤治療の登場により，これまでの治療目標
であった「短期間の臨床症状の改善」は過去のものとなり，「粘膜治癒」，すなわち内視鏡
などでの寛解が，慢性疾患の経過を変えられるという考え方が出て，治療は劇的に変わっ
た．この考え方は論文上の言葉遊びではなく，実臨床でも「粘膜治癒による長期経過の改
善」を治療目標とすべき時代に入っている．しかし，現実には日常診療において，本号で
取り上げられた画像診断等を行うことは決して容易ではない．modality の進歩に甘んず
ることなく，専門医以外でも「粘膜治癒」という治療目標を達成するための新しい血液，
糞便マーカー等の検査技術の開発，改良は必須である．世界に類を見ないmodality をも
つ日本でこそ，たとえば便潜血定量検査のような潰瘍性大腸炎の「粘膜治癒」をほぼ推定
させる検査法の開発，クローン病の活動性病変を推定させる新しい超音波技術の改良等に
着手する気概をもってほしい．また，診断だけでなく，「粘膜治癒」そのものを標的とし
た世界初の「腸幹細胞オルガノイドを使った再生医療」が始まろうとしており，今後も新
しい切り口「粘膜治癒」で炎症性腸疾患治療開発にも取り組んでいただきたい．
 渡辺　　守
 （東京医科歯科大学消化器内科）
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